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 要　　旨
　ベル研の Atal らが考案したマルチパルス符号化モデルは, 1988 年に欧州での
ディジタル式移動電話の標準符号化方式(RPE-LTP) に採用され, 1997 年には IP 
電話の標準符号化方式として採用されている. 以前に，このマルチパルス符号化モ
デルを画像信号の時間領域へ適用する基礎的研究が行われていた．この画像符号
化モデルは，マルチパルス符号化モデルによって得られるマルチパルスが，画像の
エッジ部分に集中して発生するという特徴を持っており，画像の圧縮以外に人物の
輪郭抽出やその他の画像処理への応用が期待できる．
　ところが，マルチパルス符号化モデルには，処理フレーム当たりのパルス数を増加
させた時(処理フレーム当りのパルス数が 80 本以上の高パルスレート時) に
PSNR(ピーク信号対雑音比)が飽和するという問題があった．これはパルス探索法が
原因と考えられており，そのため，マルチパルス画像符号化モデルにおいても，処
理フレーム当りのパルス数が 80 本以上になると，パルス数を増やしても再生画像の
PSNR が向上しにくくなるという問題が起こっていた．
　上記の問題を解決するために，予備実験において佐藤の重複探索法を改良した
修正重複探索法(以下，1 次元修正重複探索法) の基本性能を検証し，1 次元修正
重複探索法が振幅最適化法と同程度の PSNR を保ちつつ，計算時間が 1／5～1／
10 程度になることを確認した．
　ところで，元々マルチパルス符号化モデルは，音声の符号化に利用されていたも
のであるため，1 次元信号の符号化しか考慮されていない．しかしながら，画像信号
は 2 次元信号であるため，1 次元のマルチパルス符号化モデルを 2 次元画像信号
へそのまま適用すると 2 次元的な相関性を利用することができない．そこで，上記の
マルチパルス符号化モデルを２次元へ拡張することで，上記のマルチパルス画像符
号化モデルの性能向上が期待できる．
　本論文では，2 次元マルチパルス画像符号化モデル用の効率的なパルス探索法
として，1 次元修正重複探索法を 2 次元へ拡張した“2 次元修正重複探索法”を提
案する．提案手法の有効性を確認するため，複数の画像に対して計算機シミュレー
ション実験を行い，1 次元修正重複探索法との基本性能を比較した．この実験結果
から，提案手法は従来手法と比べて，同じパルス数で PSNR が最大 2.0[dB]程度向
上していることが確認できた．
